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会報第40号 2022 年 7 月 11 日発行

社会福祉法人 発行人 奥村 博史

東京ヘレン･ケラー協会 編集人 塚本 泉

Established in 1950 発 行 広報委員会

就労支援事業スタート
理事長 奥村博史

障害者総合支援法に基づく就労継続支援 B 型事業所として 4 月 1 日、「ヘレン・ケラー治療院 鍼灸

・あん摩マッサージ指圧」がオープンしました。

視覚障害者支援の総合福祉施設である当協会において、あん摩マッサージ指圧師・はり師・きゅう

師の養成施設・専修学校「ヘレン・ケラー学院」（1950 年開設）、点字出版所（1968 年開設）、点字図

書館（1974 年開館）に続く新たな施設です。

新事業所はヘレン・ケラー学院に併設する形で、開設に当たり、本館 1 階の大部分を施術所として

リニューアルしました。「治療院」の名の通り、利用者のメインは、あはき師を想定しています。一般

就労に向けた訓練も行います。コロナ禍にあってスタッフ一同、利用者一人一人に最適な支援、訓練

を行うため、感染症対策はもちろん衛生管理に徹底して気を配っています。

一方、あはき施術以外の仕事も創出します。支援を受けながら就労を希望する視覚障害者に対し、

働く場を設けるのが協会の新しい使命です。

東京都のデータ（昨年 4 月時点）では、就労系障害福祉サービスを提供する事業所は、都内では就

労移行支援が 343 カ所、就労継続支援 A 型が 95 カ所、同 B 型が最も多い 880 カ所。その中で、あは

き師を利用者のメインに据えて開設した B 型事業所は初めてです。

価値のある先駆的な取り組みであるとして、（公財）洲崎福祉財団の継続助成事業（2021 ～ 2023 年

度）に採択され、これまで約 1,300 万円のご助成が認められました。幸先の良いスタートを切った新

事業です。期待されるモデル事業になるよう、育てていかなくてはなりません。

社会福祉法人、とくに視覚障害者支援の団体を取り巻く環境は、変革期を迎えているようです。改

正社会福祉法の柱の一つに「社会福祉連携推進法人制度の創設」が盛り込

まれています。昨秋、オンラインで開かれた第 69 回全国盲人福祉施設大会

でも、「連携と協業」の重要性が強調されていました。

協会のあり方、将来のあるべき姿については絶えず模索を続けていく必

要があります。新事業の開始にあたり、その思いを新たにしています。

青い鳥
L'Oiseau bleu
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「ヘレン・ケラー治療院

鍼灸・あん摩マッサージ指圧」を開設

就労継続支援 B 型事業所「ヘレン・ケラー治

療院 鍼灸・あん摩マッサージ指圧」は、ヘレン

・ケラー学院の 1 階教室などを改装した約 200

㎡。車椅子の方にも対応でき、東京都のバリアフ

リー条例をクリアしている。

開放的な施術室、衛生対策も

施術室は計約 64 ㎡あり、南側は全面窓で広々

とした開放的な空間となっている。温熱機能を備

えた最新型の施術ベッドを 7 床配置する。

新型コロナウイルス感染症対策をはじめ、衛生

対策には特に配慮している。使用器具は原則すべ

て使い捨てとし、十分な換気とともに、2 台のプ

ラズマクラスター空気清浄機を設置した。

トイレの水洗、手洗いの蛇口、せっけん、消毒

液の容器はすべて手をかざすタイプの非接触型。

施設の利用者には個別に下駄箱とロッカーを貸し

出す。

また、カルテや各種記録の作成のため、パソコ

施術室の様子

ンに音声読み上げソフト(PC-Talker)を導入し

た。

職業指導員 3 人のうち交代で勤務する 2 人は、

盲学校で三療を担当した元教員ら経験豊富なあは

き師だ。さらに、サービス管理責任者もかつてヘ

レン・ケラー学院などで教員を務めた、あはき師

が務めている。

案内看板などを設置

あはき師の利用者には、一般就労や治療院の運

営・経営を学ぶ場としても活用していただける。

あはき師以外の利用者には、点字名刺の製作など、

軽作業を用意している。

正面玄関

明治通り側にも看板を新たに設置
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2021（令和3）年度卒業式

ヘレン・ケラー学院は 3 月

18 日（金）午前 10 時から、2021

(令和 3)年度卒業式・修了式・

終業式を行った。来賓は招待

せず、学生と教職員のみの挙

行となった。卒業生は高等課

程 1 名、専門課程 3 名の計 4

名。これに高等課程 3 年修了

生 3 名が加わり、総勢 7 名に

奥村博史学院長から卒業証書、

修了証書が授与された。
奥村学院長から同窓会長賞を贈られる松丸さん(中央)

つづいて、 1 年間の学業成績優秀者に贈る優

等賞が５名に、努力賞が 2 名に贈られた。また、

一色賞の該当者はいなかったが、同窓会長賞に高

等課程 5 年の松丸善之さんが選ばれ、賞状と記

念品が贈られた。同窓会から記念品のパスケース

が、学院から手ぬぐいが卒業生に贈られた。

学院長式辞の後、退任される町井友香先生、高

橋隆子先生、小池芳一先生、葛貫重治先生への花

束贈呈を行った。最後に卒業生を代表して松丸さ

んが答辞を述べ、たくさんの拍手に送られて会場

をあとにした。

2022（令和4）年度始業式

4 月 7 日(水)午前 9 時 30 分より始業式が挙行

された。今年度からは従来の 90 分授業に戻し、3

年生から 5 年生の７名の学院生とともに新たな

スタートを迎えた。

人事

【協会役員 監事】＜ 6 月 16 日＞

〔新任〕宮井 洋 元毎日新聞社取締役 管理統

括 経理担当

〔退任〕稲山輝機 元毎日新聞社専務取締役 経

理担当

【点字出版所】〔採用・配属〕

＜ 2 月 1 日＞ 岩川涼音（編集課）

＜ 4 月 1 日＞ 水口聡（録音課）

＜ 5 月 1 日＞ 北見友萌奈（印刷課）

【ヘレン・ケラー治療院】〔配属〕

＜ 4 月 1 日＞ 藤平恵介（生活支援員・兼務）

＜同＞ 大久保美智子（同）

＜同＞ 小倉芳枝（同）

＜同＞ 三浦隆秀（目標工賃達成指導員）

＜同＞ 高畠未知（サービス管理責任者）

＜同＞ 井手順子（職業指導員）

＜同＞ 細沼修（同）

＜同＞ 安生幸司（生活支援員）

＜同＞ 寺西賢（同）
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2021（令和3）年度事業報告

【協会本部】

新拠点として就労継続支援 B 型事業所「ヘレ

ン・ケラー治療院 鍼灸・あん摩マッサージ指

圧」の準備を進め、学院の夏休み期間中、本館 1

階で東京都バリアフリー条例に適合させる内装工

事などを実施したほか、防火戸・壁も設置した。

事業所は 2021(令和 3)年度末に東京都の現地確

認が行われ、2022(令和 4)年 4 月 1 日付で東京

都の事業指定を受けた。

視覚障害者の支援に功績のあった人・団体を

表彰する「第 27 回ヘレンケラー・サリバン賞」

で、元 NHK チーフディレクターの川野楠己さん

(91)＝横浜市在住＝を受賞者に決定し、贈賞式

を 2021 年 10 月 8 日に行った。「第 71 回ヘレン

・ケラー記念音楽コンクール」を同 11 月 13 日、

東京都文京区のトッパンホールで 2 年ぶりに開

いた。

新型コロナウイルス感染症対策は、引き続き、

ワクチン接種の推進、使い捨てマスクの配置、手

洗い・手指消毒の励行などに努めた。ヘレン・ケ

ラー学院の始業を 10 時 10 分に遅らせ 80 分授業

としたほか、登校時の検温、消毒を徹底した。ま

た、感染症対策の一環としてインフルエンザのワ

クチン接種に対し、前年度に続き全職員を対象に

3,500 円の助成を行った。

【ヘレン・ケラー学院】

2021(令和 3)年度末の学生総数が 13 人で、内

訳は 5 年制の高等課程 9 人(2 年生 2 人、3 年生 4

人<うち 1 人は休学>、4 年生 2 人、5 年生 1 人)、3

年制の専門課程 4 人（2 年生 1 人、3 年生 3 人）。

専門課程 3 年生 1 人が 3 月に退学した。

卒業生は、高等課程 5 年生 1 人と、専門課程 3

年生 3 人の計 4 人。修了生は、高等課程 3 年生

の 3 人。これで卒業生・修了生は延べ 1,975 人

となった。内訳は高等課程の 3 年修了 1,104 人、5

年卒業 631 人、専門課程の 3 年卒業 240 人。

第 30 回国家試験が 2 月 26 日(土)、27 日(日)

に行われた。あん摩マッサージ指圧師には現役 6

人が受験し、4 人が合格した。はり師・きゅう師

には現役 4 人が受験し、いずれも 3 人が合格し

た。

【同行援護従業者養成研修事業】

コロナ禍により年間実施計画 5 回のところ 2

回に減らした。定員 36 人を 16 ～ 18 人に削減し

32 人が修了した。

【点字図書館】

2021(令和 3)年度の自館製作図書のタイトル

数は前年比で、点字図書が 19 タイトルの減少、

デイジー図書は 2 タイトルの増加となった。サ

ピエ図書館へ登録したコンテンツは点字データが

64 タイトル 220 巻、音声デイジーコンテンツは

39 タイトル 469 時間だった。また、当館登録コ

ンテンツの年間利用状況は、点字データが 1,465

タイトル 5,005 巻(延べ利用者数 5,850 人)、音声

デイジーコンテンツが 280 タイトル 2,845 時間

（延べ利用者数 10,742 人）だった。21 年度末で

の利用登録者数は 1,774 人(14 人増、26 人減)で、

前年度末から 12 人減となった。

青い鳥 L'Oiseau bleu
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点訳ボランティアの勉強会は、新型コロナの

状況を見ながら各グループで計 27 回開催し、延

べ 228 人が参加。音訳ボランティア勉強会は 1

回開催し、8 人が参加した。

【点字出版所】

東京都議選の点字版「選挙公報」を都選管か

ら受託して製作。第 49 回衆議院総選挙では、日

本盲人福祉委員会(日盲委)視覚障害者選挙情報支

援プロジェクトの一員として、点字版・音声版「選

挙公報」を製作・発行した。文部科学省著作点字

教科書視覚特別支援学校中学部「歴史」の 2021(令

和 3)年度後期発行分を製作・納品した。月刊誌

「点字ジャーナル」を年 12 回発行。隔週刊の生

活情報誌「ライト＆ライフ」の点字版を年 23 回、

デイジー版を年 12 回発行した。

【盲人用具センター】

日本点字図書館に音声血圧計を卸し、同館から

白杖、携帯型点字器を仕入れ、日本視覚障害者団

体連合からは音声式体温計を仕入れるなど、施設

間の連携を図り、顧客の幅広い要望に応えた。

【海外盲人交流事業】

ネパール盲人福祉協会（NAWB）の点字教科

書発行を中心とした事業に対して、点字用紙や

点字製本用材料等を提供して、事業継続の側面

的支援を行った。正雄・安達禮雄・順子女子育

英基金による奨学金給付事業を実施した。これ

ら事業管理を行うためネパールに出張してきた

が、コロナ禍のため、前年に続き出張を中止し、

現地から報告を受けた。事業報告集「愛の光通

信」を 2 回発行した。

2022（令和4）年度事業計画

【協会本部】

就業規則について、高齢者雇用のあり方など時

代に即した内容に見直し、2023（令和 5）年度

施行を目指す。第 72 回ヘレン・ケラー記念音楽

コンクールを 11 月 19 日、東京都文京区のトッ

パンホールで開催する。同行援護従業者養成研修

を 本部事業にして、例年より 1 回多い計 6 回

を予定、各回平均 18 人の参加者を見込む。

【ヘレン・ケラー治療院】

就労継続支援 B 型事業所として 4 月に新設し

た。あはきの施術を中心とするが、あはき師の国

家資格のない視覚障害者も含めた就労の場とし

て、点字名刺の製作などにも取り組む。

【ヘレン・ケラー学院】

2022 年度の学生数は、3 年生 4 人、4 年生 1

人、5 年生 2 人の計 7 人。国家試験の全員合格を

目指し、受験生の 5 年生・3 年生を対象に補講を

行う。ヘレン・ケラー治療院への受け入れなど就

職支援にも取り組む。

【点字図書館】

点字・録音図書の製作体制を見直し、迅速な

製作と質的向上を目指す。医学関連図書の製作に

重点を置き、あはき師国家資格取得を目指す学生

に、資料製作による学習支援を行う。点訳・音訳

ボランティア養成講習を開催して新規ボランティ

アの確保を図り、活動中のボランティアを対象に
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勉強会を開いて技術向上に努める。利用登録者の

図書利用を促し、活字による読書が困難な人たち

に向け録音図書等の利用を啓発する。

【点字出版所】

日盲委視覚障害者選挙情報支援プロジェクトの

一員として、7 月 10 日（日）執行の第 26 回参

議院議員通常選挙で、点字版・音声版「選挙公報」

を製作する。また、理療教科用図書出版会の一員

として、日本理療科教員連盟と協議しながら、2

種類の理療科用電子（デジタル）教科書の製作に

取り組み、2023 年度の供給を目指す。「点字ジャ

ーナル」を年 12 回、生活情報誌「ライト＆ライ

フ」の点字版を年 23 回(合併号 1 回含む)、デイ

ジー版を年 12 回発行する。

【盲人用具センター】

学院・点字図書館を通して在校生との関係性

を維持し、日常生活用具等の普及を図る。点字図

書館に関係する視覚障害者やボランティアの方々

に用具類を購入してもらい、認知度の向上を図る。

他施設と相互仕入れを行い、販路拡大に努める。

【海外盲人交流事業事務局】

ネパール盲人福祉協会（NAWB）の点字教科

書発行を中心とした事業に側面的支援を行う。正

雄・安達禮雄・順子女子育英基金による奨学金給

付事業が滞りなく実施されるよう管理する。医療

インフラが脆弱なネパールの新型コロナウイルス

感染対策として、マスクや手指消毒液を支援する。

参院選「選挙公報」製作で奮闘

第 26 回参議院議員通常選挙が 6 月 22 日(水)

公示、7 月 10 日(日)投開票の日程で実施され、

当協会点字出版所は点字版・音声版の「選挙公報」

（選挙のお知らせ）などの製作に追われた。

当協会が日本盲人福祉委員会視覚障害者選挙情

報支援プロジェクト(選挙プロジェクト)の一員と

して担当するのは、点字版が東京都、奈良県、三

重県、滋賀県の選挙区・比例代表と、群馬県の比

例代表の製作計約 9,500 部。音声版が東京都の比

例代表のデイジ－、カセットテープのコピー計約

2,460 枚・本。

34 人が立候補した東京都選挙区は、点字版が、

裏表紙も入れると 73 枚(B5)とホチキスでは留め

られないほどの分厚さとなり、前回 2019 年の参

院選同様に多機能輪ゴムで綴じて製本する方法を

採用した。比例代表も大型印刷機 GPB3 を使っ

て 34 枚(A4)の厚さとなった。他の選挙業務や自

治体広報の製作なども重なって、編集、製版、印

刷課を中心に出版所は「エンジンフル稼働」状態

で、点字図書館職員にも応援してもらい、納期（7

月 1 日）に間に合わせることができた。

参院選「選挙公報」製作に追われる職員
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資金収支計算書

（自）2021 （令和3）年 4月1日 （至） 2022 （令和4）年 3月31日

法人名：社会福祉法人東京ヘレン･ケラー協会 （単位：円）

予算(A) 決算(B) 差異(A)-(B)

事業活動による収支

収　入

視覚障害者情報提供施設事業収入 240,602,000 245,026,543 △ 4,424,543

学生生徒納付金収入 21,919,000 21,219,680 699,320

その他の事業収入 4,919,000 4,829,000 90,000

経常経費寄附金収入 5,579,000 6,323,284 △ 744,284

受取利息配当金収入 9,000 6,128 2,872

その他の収入 2,196,000 2,433,175 △ 237,175

事業活動収入計(1) 275,224,000 279,837,810 △ 4,613,810

支　出

人件費支出 231,905,200 232,067,381 △ 162,181

事業費支出 33,237,000 32,622,365 614,635

事務費支出 22,711,000 22,268,306 442,694

その他の支出 0 0 0

事業活動支出計(2) 287,853,200 286,958,052 895,148

事業活動資金収支差額 (3=1-2) △ 12,629,200 △ 7,120,242 △ 5,508,958

施設整備等による収支

収　入

施設整備等補助金収入 4,560,000 4,560,000 0

施設整備等寄附金収入 0 0 0

固定資産売却収入 0 0 0

その他の施設整備等による収入 0 0 0

施設整備等収入計(4) 4,560,000 4,560,000 0

支　出

固定資産取得支出 22,627,000 22,226,500 400,500

固定資産除却・廃棄支出 0 0 0

その他の施設整備等による支出 0 0 0

施設整備等支出計(5) 22,627,000 22,226,500 400,500

施設整備等資金収支差額(6=4-5) △ 18,067,000 △ 17,666,500 △ 400,500

その他の活動による収支

収　入

積立資産取崩収入 54,366,400 54,366,400 0

その他の活動による収入 0 0 0

その他の活動収入計(7) 54,366,400 54,366,400 0

支　出

積立資産支出 27,883,400 28,002,832 △ 119,432

その他の活動による支出 0 0 0

その他の活動支出計(8) 27,883,400 28,002,832 △ 119,432

その他の活動資金収支差額 (9=7-8) 26,483,000 26,363,568 119,432

予備費支出(10) 0 0

当期資金収支差額合計(11=3+6+9-10) △ 4,213,200 1,576,826 △ 5,790,026

前期末支払資金残高(12) 65,325,397 65,325,397 0

当期末支払資金残高(11+12) 61,112,197 66,902,223 △ 5,790,026

勘定科目

青い鳥 L'Oiseau bleu
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事業活動計算書

（自）2021（令和3）年 4月1日 （至） 2022（令和4）年 3月31日
法人名：社会福祉法人東京ヘレン･ケラー協会 （単位：円）

当年度決算(A) 前年度決算(B) 増減(A)-(B)

サービス活動増減の部

収　益

視覚障害者情報提供施設事業収益 245,026,543 205,614,045 39,412,498

学生生徒納付金収益 21,219,680 28,172,580 △ 6,952,900

その他の事業収益 4,829,000 2,493,000 2,336,000

経常経費寄附金収益 6,323,284 5,409,522 913,762

その他の収益 0 0 0

サービス活動収益計(1) 277,398,507 241,689,147 35,709,360

費　用

人件費 223,298,686 225,090,085 △ 1,791,399

事業費 32,651,764 33,586,346 △ 934,582

事務費 22,433,058 24,443,083 △ 2,010,025

減価償却費 10,301,004 30,189,449 △ 19,888,445

国庫補助金等特別積立金取崩額 △ 3,502,448 △ 14,227,751 10,725,303

徴収不能額 0 0 0

徴収不能引当金繰入 0 0 0

その他の費用 0 0 0

サービス活動費用計(2) 285,182,064 299,081,212 △ 13,899,148

サービス活動増減差額(3=1-2) △ 7,783,557 △ 57,392,065 49,608,508

サービス活動外増減の部

収　益

受取利息配当金収益 6,128 33,708 △ 27,580

その他のサービス活動外収益 2,433,175 465,182 1,967,993

サービス活動外収益計(4) 2,439,303 498,890 1,940,413

費　用

その他のサービス活動外費用 0 0 0

サービス活動外費用計(5) 0 0 0

サービス活動外増減差額(6=4-5) 2,439,303 498,890 1,940,413

経常増減差額(7=3+6) △ 5,344,254 △ 56,893,175 51,548,921

特別増減の部

収　益

施設整備等補助金収益 4,560,000 14,659,571 △ 10,099,571

施設整備等寄附金収益 0 0 0

固定資産受贈額 0 0 0

固定資産売却益 0 0 0

その他の特別収益 0 0 0

特別収益計(8) 4,560,000 14,659,571 △ 10,099,571

費　用

基本金組入額 0 0 0

資産評価損 0 0 0

固定資産売却損・処分損 6 11 △ 5

国庫補助金等特別積立金取崩額（除却等） △ 4 △ 4 0

国庫補助金等特別積立金積立額 4,560,000 14,659,571 △ 10,099,571

災害損失 0 0 0

その他の特別損失 0 0 0

特別費用計(9) 4,560,002 14,659,578 △ 10,099,576

特別増減差額(10=8-9) △ 2 △ 7 5

当期活動増減差額(11=7+10) △ 5,344,256 △ 56,893,182 51,548,926

繰越活動増減差額の部

前期繰越活動増減差額(12) 247,988,656 246,925,838 1,062,818

当期末繰越活動増減差額(13=11+12) 242,644,400 190,032,656 52,611,744

基本金取崩額(14) 0 0 0

その他の積立金取崩額(15) 38,190,000 57,956,000 △ 19,766,000

その他の積立金積立額(16) 21,000,000 0 21,000,000

次期繰越活動増減差額(17=13+14+15-16) 259,834,400 247,988,656 11,845,744

勘定科目



- 9 -
青い鳥 L'Oiseau bleu

貸借対照表

2022（令和4）年 3月31日 現在

愛の光通信（LIGHT OF LOVE） No.58 2022.7 夏号・Summer

海外盲人交流事業事務局が年に2回発行する『愛の光通信（LIGHT OF LOVE）』は下記からダウンロ

ードして読むことができます。

https://www.thka.jp/kaigai/reports.html

愛の光通信（LIGHT OF LOVE） No.58 2022.7 夏号・Summer

海外盲人交流事業事務局が年に2回発行する『愛の光通信（LIGHT OF LOVE）』は下記からダウンロ

ードして読むことができます。

https://www.thka.jp/kaigai/reports.html

法人名：社会福祉法人東京ヘレン･ケラー協会 （単位：円）

当年度末 前年度末 増減 当年度末 前年度末 増減

資　　産　　の　　部 負　　債　　の　　部

流動資産 109,828,928 114,006,326 △ 4,177,398 流動負債 36,511,282 41,885,597 △ 5,374,315

現金預金 84,845,396 88,440,261 △ 3,594,865 事業未払金 7,295,541 3,682,528 3,613,013

事業未収金 9,210,651 9,770,755 △ 560,104 その他の未払金 0 3,047,000 △ 3,047,000

未収補助金 200,000 200,000 0 未払費用 1,911,583 1,868,883 42,700

貯蔵品 1,013,338 1,013,338 0 預り金 0 2,000,000 △ 2,000,000

商品・製品 9,436,759 10,792,827 △ 1,356,068 職員預り金 818,971 812,339 6,632

原材料 4,171,979 2,785,141 1,386,838 前受金 19,071,147 23,465,680 △ 4,394,533

立替金 17,820 4,180 13,640 仮受金 0 0 0

前払金 21,976 31,755 △ 9,779 賞与引当金 7,414,040 7,009,167 404,873

前払費用 271,225 279,797 △ 8,572

仮払金 0 0 0

その他の流動資産 639,784 688,272 △ 48,488

固定資産 468,312,122 482,969,315 △ 14,657,193 固定負債 40,078,350 49,251,918 △ 9,173,568

基本財産 234,937,616 219,730,575 15,207,041 退職給付引当金 39,665,850 48,884,418 △ 9,218,568

土　　地 99,757,476 99,757,476 0 役員退職慰労引当金 412,500 367,500 45,000

建　　物 95,180,140 79,973,099 15,207,041

定　期　預　金 40,000,000 40,000,000 0 負 債 の 部 合 計 76,589,632 91,137,515 △ 14,547,883

その他の固定資産 233,374,506 263,238,740 △ 29,864,234 純　 資　 産　 の　 部

建物 1,185,067 1,283,750 △ 98,683 基本金 17,849,770 17,849,770 0

構築物 4,845,207 5,200,499 △ 355,292 国庫補助金等特別積立金 50,195,283 49,137,735 1,057,548

機械及び装置 3,262,856 4,113,635 △ 850,779 その他の積立金 173,671,965 190,861,965 △ 17,190,000

器具及び備品 9,671,325 10,692,260 △ 1,020,935 施設整備等積立金（措置） 2,930,000 2,930,000 0

建設仮勘定 0 955,862 △ 955,862 建設積立金 80,136,388 118,326,388 △ 38,190,000

退職給付引当資産 39,665,850 48,884,418 △ 9,218,568 就学支援積立金 3,000,000 3,000,000 0

役員退職慰労引当資産 412,500 367,500 45,000 施設整備等積立金 30,379,477 30,379,477 0

施設整備等積立資産（措置） 2,930,000 2,930,000 0 人件費積立金 56,000,000 35,000,000 21,000,000

建設積立資産 80,136,388 118,326,388 △ 38,190,000 一色賞基金積立金 1,226,100 1,226,100 0

就学支援積立資産 3,000,000 3,000,000 0 次期繰越活動増減差額 259,834,400 247,988,656 11,845,744

施設整備等積立資産 30,379,477 30,379,477 0 （うち当期活動増減差額） △ 5,344,256 △ 56,893,182 51,548,926

人件費積立資産 56,000,000 35,000,000 21,000,000

一色賞基金積立資産 1,226,100 1,226,100 0

差入保証金 476,442 476,442 0

長期前払費用 183,294 402,409 △ 219,115 純 資 産 の 部 合 計 501,551,418 505,838,126 △ 4,286,708

資 産 の 部 合 計 578,141,050 596,975,641 △ 18,834,591 負債及び純資産の部合計 578,141,050 596,975,641 △ 18,834,591

勘定科目 勘定科目

http://www.thka.jp/kaigai/reports.html
http://www.thka.jp/kaigai/reports.html
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【本部扱い】

賛助会員：参天製薬株式会社

一般寄付：参天製薬株式会社、NTT東京福祉文

化事業団ゆいの会、井本剛司、稲山輝機、河相富

貴子、金谷紫之、杉田安男、松上文彦、松田弘之、

柳崎秀夫

【ヘレン・ケラー学院扱い】

賛助会員：新井定一、牛窪多喜男・良子、大島

千恵子、金光良洪、倉科龍一郎、小林貴大、佐野

一貴、志賀信明、清水ひろみ、須藤憲一、高橋隆

子、林行俊、牧野敏雄

一般寄付：NTT東京福祉文化事業団ゆいの会、

一財）一枝のゆめ財団、秋本勇、稲見久美子、乾

法行、植田員弘、江津正一、大澤孝一、大野朋美、

金子宏、金谷紫之、金光良洪、神田敏男、木村き

よ子、木村修子、黒岩康孝、黒澤絵美、小山直行、

坂井仁、作馬哲夫、佐藤まどか、佐野雄彦、柴原

里美、鈴木房江、平光子、田中茂、田中信子、田

中富美雄、玉住博、月見潤、当津純一、徳田好美、

中村重安、中村文孝、橋本雅生、平野とみ子、藤

岡博、星野博子、松宮瑛二、松本大、三浦真人、

村井温、村上理恵、村田健祐、矢作俊一、山崎登

志夫、山屋晃、横山勝幸、若鍋よし子、渡邊清、

渡辺武松、匿名

2021（令和3）年度

ご寄附者名簿

令和3年4月1日～令和4年3月31日

五十音順（個人団体の順）・敬称略

温かいご支援ありがとうございました！

【点字図書館扱い】

賛助会員：磯崎治子、宇田勉、落野章一、小柳

紀男、斎藤紀年夫、篠田匡史、鈴木健夫、鈴木由

紀、高橋隆子、楯香津美、田中雄二、戸沼京子、

中尾靖博、中谷力、西村秀夫、畑千尋、原田秀夫、

坂西ひとみ、福島ふさ子、星野博子、松井忠夫、

松浦節子、宮本牧子、村上工、室岡見致、山内経、

油布勝美、米田日出明

一般寄附：青木弘、秋山由美子、井上喜子男、

宇和野康弘、加賀屋信一、笠井実、君島健一、酒

井町子、佐子田信夫、佐藤清、塩田和夫、白川恵

美子、鈴木由紀、須藤憲一、田澤芳行、田中秀臣、

谷口旭、田村徳章・みどり、富樫千恵子、西田健

治、長谷川あけみ、畑秀美、平野邦雄、藤田ひろ

子、古川雄、星義、本間みさ子、正木研、松田千

富美、松本大、三上貴之、村瀬幸子、森明彦、矢

藤敦子、山﨑洋子、渡辺武松

【点字出版所扱い】

一般寄付：池田義明、松本大

【海外盲人交流事業事務局扱い】

一般寄付：芦田賀寿夫、在田一則、安藤生、飯

田光江、石田隆雄、石原尚樹、磯公美子、岩屋芳

夫、植竹清孝、上野伊律子、遠藤利三、大垣内勇、

大西正広、大橋東洋彦、岡本好司、貝元利江、加

来典子、勝山良三、川尻哲夫、川田孝子、菊井維

正、楠本睦子、黒見恵美子、小泉周二、古賀副武、

小林良子、小森愛子、斎藤惇生、坂入操、坂本留

美、指田忠司、佐藤達夫、白井雅人、杉沢宏、鈴

木洋子、高橋恵子、竹中千雄、田中徹二、田中正

和、当津順子、長岡英司、新阜義弘、西山春子、

林紘子、原田美男、樋渡敏也、譜久島和美、富久
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縞博、藤元節、本間昭雄、増野幸子、松本大、三

上洋、三宅正太郎、横大路俊久、渡辺直明、渡辺

勇喜三、NPO 法人点訳・音声訳集団一歩の会、

欧文印刷株式会社、小林動物病院、学校法人聖明

学園古和釜幼稚園、有限会社信和ハウス、株式会

社高垣商店、有限会社ヤマオー事務機

助成事業報告

下記の通りご助成を受けて、完了いたしました。

ご支援、まことにありがとうございました。

公益信託久保記念点字図書援助基金

一、点字速記用タイプライター（写真右上）、

点字ディスプレイ（写真右下）の購入

一、総事業費 375,000 円

一、助成額 360,000 円

一、完了年月日 令和 3 年 3 月 28 日

執行 東京ヘレン･ケラー協会点字図書館

第72回ヘレン･ケラー記念音楽コンクール 11月19日

「第 72 回ヘレン･ケラー記念音楽コンクール」を

11 月 19 日（土）午前 10 時から、東京都文京区の

「トッパンホール」にて開催します。

昨年に続き、厚生労働省発表の感染症対策基本方

針、および東京都新型コロナウイルス感染症対策条

例ガイドラインに則り開催を予定しておりますが、

当日の運営方法などについては適宜ホームページに

公開いたします。

ヘレン・ケラー記念音楽コンクール係

Tel:03-3200-0525

E-mail:onkon@thka.jp
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訃報

がん闘病中だった三浦拓也・元理事長兼ヘレン

・ケラー学院長が 4 月 9 日に亡くなりました。

享年 77。埼玉県川越市の「川越市民聖苑やすら

ぎのさと」で 4 月 14 日、告別式がしめやかに行

われました。喪主は妻昌子さん。コロナ禍でもあ

り、友人葬として毎日新聞時代の同僚の皆さんや

当協会関係者が集まり送られました。

三浦さんは、毎日新聞東京本社写真部長、毎日

新聞東京社会事業団常務理事などを歴任した後、

2005 年 4 月に当協会理事に就任し、2010 年 6

月～ 2016 年 6 月、理事長。2011 年 1 月～ 2016

年 7 月、ヘレン・ケラー学院長も務めました。

https://www.thka.jp

社会福祉法人東京ヘレン・ケラー協会

〒 169-0072 東京都新宿区大久保 3-14-20

本部、ヘレン・ケラー学院

TEL: 03 （3200） 0525
FAX: 03 （3200） 0608

ヘレン・ケラー治療院 鍼灸･あん摩マ

ッサージ指圧

TEL: 03 （3200） 0585
FAX: 03 （3200） 0608

点字図書館

TEL: 03 （3200） 0987
FAX: 03 （3200） 0982

点字出版所、盲人用具センター

海外盲人交流事業事務局

TEL: 03 （3200） 1310
FAX: 03 （3200） 2582

編集後記

｢安倍晋三元首相 撃たれ死亡 選挙演説中｣

参院選最終盤の 7 月 8 日、衝撃的な大事件が

起きました。容疑者は逮捕。詳細は不明ですが、

人間の命、尊厳、言論を銃弾で封殺する凶行は許

せません。安倍氏のご冥福をお祈りします

力による蛮行は、ロシアのウクライナ侵攻も同

様で、大惨事を引き起こしています。ウクライナ

の視覚障害者も大きな被害を受けているといい、

日本盲人福祉委員会が世界盲人連合(WBU)に賛

同してウクライナの視覚障害者支援の募金活動を

しています。当協会も微力ながらこの活動に協力

しようと、協会有志として施設内に募金箱を設置

しており、集まったお金は日盲委へ送る予定です。

1 日も早くウクライナの人々に安寧の日々が訪

れることを願ってやみません。

昨年 7 月 1 日に業務執行理事・点字出版所長

に就任以来、目前の忙しさに追われ、あっという

間の 1 年でした。歳月人を待たず。もっと長期

的視野に立たねば、と自戒しています。(塚本泉)

広報委員会

委員長：塚本泉（理事･点字出版所長）

委員：福山博（点字ジャーナル編集長）

委員：大久保美智子（ヘレン･ケラー学院）

委員：戸塚辰永（点字出版所編集課）

委員：佐久間朋（点字出版所製版課）

委員：和泉枝里（点字図書館）

「青い鳥：L'Oiseau bleu（ロワゾー･ブルー）」

https://www.thka.jp/about/information.html

青い鳥 L'Oiseau bleu

http://www.thka.jp/about/information.html
http://www.thka.jp

